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論 文 事 査 結 果 の 要 旨  
日本人の教育レベルと雇用形態・就労状況が死亡に及ばす影響について、Jichi   
MedicalSchooIcohortstudyによるデータから得た12市町村の住民11，090名   
（男性4，301名、女性6，789名）を対象に、約9年間の前向きbrospective）調査   
を行い、次の結果を得た。   
1）教育歴が高いほど男女とも全死亡リスクが低く、特に男性では、循零器系疾  
患による死亡リスクが低かった。   
2）無職の男性は、ホワイトカラーの男性に比し、全死亡リスクが高かったが、  
主婦や無職の女性では、全死亡リスクとの関連性はみられなかった。   
3）農林業従事者は、ホワイトカラーに比し、女性では全死亡リスクが低く、男  
性では循環器系の死亡リスクが低かった。   
以上より、本研究は、教育歴や職種・雇用形態が死亡リスクに与える影響および   
その関連性について疫学的手法を用いて検証・捷示し、死亡リスク軽減に寄与す   
る重要な知見を得た研究であると認められる。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
